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第 5 章では、第 4 章までの主要な結果を総括して結論とし、さらに事故を今後防止する手段として、(1)車両甲板関












3 )転覆確率を十分に小さくする手段として、(1)車両甲板関口部の閉鎖、 (2)積載量の約20%の削減、 (3)ウエザーク
ライテリアと波岨度1/20以上での運航禁止の基準の併用のいずれかの採用を提言している。
上記のような研究成果として、インドネシアのフェリ一事故を防止する規制指針が得られたため、経験でなく理論
に立脚して船舶の転覆事故を防止する道が拓かれたということができ、インドネシアのみならず今後の新形式船舶の
安全確保に有用である。
以上のように、本論文は海上における人命の安全に関わる船舶工学の発展に寄与するところが大きし、。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める o
??必斗企?
